
                

『作業療法Q&A@ エール岐阜』(2017 年10 月23 日質問事項) 

 

 質問事項を読んで、まずみなさんが「姿勢」とか「オウム返し」とか、「衝動性」といったような、いわゆる

専門用語を、いかに雰囲気だけで、定義したり、分解したりせずに使っているかということがわかりました。当

たり前のように使っているひとつひとつの言葉を、突っ込んで考え直し、捉え直し、学び直してみると、こども

のことをより深く理解していく手がかりとなります。 

 次に、『良いǆ悪い』といった二元論の構図から出発された質問が多いと感じました。単純な構図では、指示

応答性が高まった結果、将来の指示待ち人間を増産したという悲しい結末が待っているかもしれません。『友達

に手をあげる−友達に手をあげない』。これは、単純に乱暴だということではなく、手を上げてしまってでも相手

に伝えたいという意思の発達が強力に進んでいると解釈することもできます。手をあげないことは道徳的に良し

とされているが、相手に思いを伝える意欲が発達しないことも同時に問題だと解釈できます。この人間「解釈」

の懐の深さや慈愛こそが、教育や保育、対人支援の根本的な哲学となります。 

 また、関わる大人の人権意識に関してですが、こどもたちは、今持っている力を最大限使って、今ある環境に

適応しています。こういうことは困る、こういうことを辞めさせたい、こちらがこんなに努力しても結果が得ら

れないといった大人側の主訴も大事だが、私たちの仕事は、こどもの主訴をいかに代弁できるかにかかっていま

す。異文化交流ですから、相手の行動を変えようと思うのであれば、まっさらな心でこどもの文化に触れ、こど

もの文化に敬意を示し、そしてこどもの行動の背景を理解し、共感できてはじめて、こちらの文化との融和が可

能となります。起こっている問題を、こどもの立場から説明できなければなりません。 

 そして、遊びと発達の原則と順番を知らなければいけません。みなさんも同じです。面白い授業はよく学べま

すが、つまらない授業は眠くなるのをこらえることに必死です。こどもは、おふざけするもの、お着替えするの

も、他人の指示に従うのも全て遊びの世界で行います。私たちの大人の世界も同様に、主体的な仕事や結婚恋愛

育児は人生を豊かにします。つまり、大人の主体的な作業は、こどもの遊びからの発展系であり複雑系なのです。

こどもの発達支援スペシャリストとして、「遊び心」を常日頃からどれだけ磨いていますか。どれだけ「遊び」

を科学していますか。そして、あなた自身がこどもたちの羨むような楽しい人生を生きていますでしょうか？ 

こどもの発達を生業にするということは、わたしたち大人がこどもに負けない発達をし続けるということです。

こどもたちは、あなたの経験や役職を評価してくれません。こどもだけが変わるだけでなく、事例ごとに自分自

身（支援者）の何が進化したのかを言語化できないといけません。 

 最後に、健康産業で生計を立てている私たちは、社会を健康的に進化させるという使命を負っています。大人

たちが作りあげてきた生活習慣や社会環境はこどもたちの発達を退化させてきたのではないでしょうか？ 

こどもの姿勢保持を指導する先生が、肩こりや腰痛で悩んでいたり、衝動性のコントロールを指導する先生が血

糖値をコントロールできていなかったりします。発達はそのこどもが生まれる前から始まっています。例えば、

スウェーデンのように虫歯になったら歯医者に行くのではなく、虫歯にならない子育ての練習のために歯医者に

通うことがより健康的な仕組みのあり方だと言えます。こどもたちが元気に成長する地域や社会環境を作ってい

く意識がなければ、こどもたちの健康を創造できません。 

 もっと明るく、もっと楽しく、もっと豊かに、もっとアクティヴに、もっと主体的に、もっと物語って、もっ

と創造的で、もっと前のめりで、もっと元気で、もっと生存的で、もっと多様で、もっと平和で、もっと持続可

能で、もっと健康的にこどもたちと育っていくにはどうしたらいいのか？難しい時代だからこそ、知恵と工夫、

科学と芸術性が要求されます。開き直って楽しんできましょう。 
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【ポイント】 

・「読み取る」「理解する」とはどういうことか？ICF のようなモデルに当てはめて練習したことはありますか？ 

・年中児の男の発達とは、どのような段階にありますか？正常発達では、何が獲得されていきますか？ 

・バランスの取り方には、どのような種類や方法（戦略）がありますか？その発達と改善の方法は？ 

・姿勢保持に影響する要因にどのようなことがありますか？その発達と改善の方法は？ 

・粘土遊びにおいて、自由に造形できるようになるには、どのような技能が準備されておく必要がありますか？ 

・性格特性の分類として、例えばエゴグラムや精神分析のように対人交流パターンの特徴を分類できますか？ 

・できないこと/ できていること/ できそうなこと（援助すればできる・芽生えていること）を分類してください 

・このこどもの強みと弱み、弱みをカバーするためにどのような代償手段で適応しているかを分類してください。 

・今見えている状態から、将来どのようなことが心配されますか？どのようなことが開花されそうですか？ 

【アドバイス】 

 

 ICF の図にあてはめて、考えて見ます。まず、『健康状態』に関してですが、質問者が「周りと自分を比較で

事例① 

年中児の男児です。台に上ってじっとしたり、足を交互に出して階段を上り下りしたりなどの、バランスを

とることが苦手です。椅子には、やや前傾に座り、姿勢を崩しやすいところがあります。（机がある場合は、両

腕の肘から先を乗せています）。粘土遊びでは、叩いて伸ばす姿はありますが、形を作ることは苦手です。 

 活動に対する意欲があり、話す人に注目して聞いたり、順番を静かに待ったりできます。指示が複数に渡る

と、一部だけを聞き、又は思い込みによって間違える姿も見られますが、周りの子の取り組みを見て、訂正す

ることができます。但し、周りと自分を比較できる分、失敗に対して敏感になったり、新しい活動に対する緊

張や混乱が見られたりします。 

 この子どもの姿を、どう読み取り理解するとよいか学びたいです。 



きる分、失敗に対して敏感になったり、新しい活動に対する緊張や混乱が見られたりします」と書いてあるよう

に、意欲はあるけれども自信が無い、そのため新しい課題に対して臆病になる。もっと、楽に挑戦できるよう健

康な発育を促したい。次に、『心身機能』に関しては、バランス感覚が鈍磨していて、交互運動が未熟なため、

脳の両側の協調（連絡）が未熟、その反面、自分の能力の限界やそのことに対する他者評価を先回りして察知す

る知的能力の高さが伺えます。その結果、『活動』としては、バランスの崩れ対する姿勢コントロール力が劣り、

肘を使って身体を支えるなどの代償的な方法を使用しています。また、協調運動の未熟さから、順序立てた行為

の企画能力に難しさを持っていて、スムーズに遂行できませんが、周りの子を見て訂正するという視覚からの模

倣により解決する力も持っています。『参加』レベルとしては、意欲の高さと知的能力の高さを使って不器用さ

をカバーしながら姿勢保持や粘土遊び等の集団行動を努力的に取り組んでいます。その努力（精神的空き容量の

少なさ）は、大人に「思い込み」、「失敗への敏感さ」、「緊張」や「混乱」と解釈され、心配される存在となって

います。『環境因子』としては、年中児のクラスに在籍し、指示応答生や姿勢保持という集団内での自己統制が

大切にされている文化の中で暮らしていますが、支援者はこどもの『意欲』の発達と『能力』の発達を客観的に

分けて捉えており、合理的配慮が検討されている中にいます。『個人因子』としては、知的な高さと不器用さの

ギャップから来る、皮質優位の集団参加が目立ち、生活バランスとしては「遊び」よりも「義務や仕事」として

クラスへ参加してしまう性格傾向を強めています。 

 ICF モデルを使って、彼の情報を整理して、解釈してみると、失敗から学ぶレジリエンス（しなやかさや遊び

心）の発育が、彼の将来の長期にわたる健康や力強さの基礎となるとなるのではないかという大きな方針が立ち

ます。その手段として、脅迫的にではなく遊び心を持ちながらバランスや姿勢トレーニングをする。他のお子さ

んと同じようにできないことをこだわらず、のびのびとした学習課題を多く取り入れる。バランスと協調運動は、

例えば乾布摩擦や下駄履きで暮らすなど生活の中で習慣化し運動量を増やす。そして、身体ではなく知識や思考

だけを使う学習課題はエリート教育でどんどん先に進めていく。意欲の高さをみんなの中で褒め、讃え、集団の

中で自己の存在に誇りを感じるように演出していく。 

 ICF は、ダイナミックシステムモデルです。つまり、システムですので、これがダメだからあれもダメという

ことではなく、これはだめでもあれが良くて、これとあれを掛け合わせると、苦手さをカバーしつつ、健康的な

螺旋階段へと導いていくことができるという全人的なアプローチをひねり出すツールです。山口の解釈を聞いて

感心するのではなく、あなた自身がこの図にあてはめて、いろんなお子さんを捉える練習を繰り返すことで、「読

み取り力」や「効果的な発達促進力」が身につきます。100 本ノックが終わる頃には、あなたも「解釈」の達

人です。 

 

 

【ポイント】 

・下線部をリフレーミングすることはできますか？ 

・当事者の視点から代弁する形でこのケースを表現することはできますか？ 

・症状（アウトプットとしての行動）以前に、どのようにインプットされているかを評価するには？ 

事例② 

 年中児の男児です。偏平足、Ｘ脚、腹筋の弱さ、股関節の硬さがあります。腰が不安定で、姿勢保持が短く、

疲れ易い様子が見られます。不快を感じると、他害行動に移る等、気持ちの調整の難しいところがあります。 

 周りの刺激に気持ちが左右され易く、また、衝動性の高さが見られます。一斉指示での行動が難しい面があ

り、個別に声を掛ける必要があります。周りの状況を読み取ることが苦手で、友達の遊びに突然介入し、強引

な行動に見られ易いところがあります。事前予告があると、指示された活動に取り組み易くなるものの、他に

気になることがあると、それをしないと気が済まないなど、気持ちの切り替えの難しさが見られます。 

 刺激を受けても気持ちを調整できるように、良い支援方法を教えていただきたいです。 



・自律神経（呼吸・脈・発汗）の成熟や、個人差（個性）についてどのように考えますか？ 

・マズローモデルなど、下位階層レベルにおいてどのようなニードがありますか？ 

【例えば】（フィクション） 

 

 僕は年中の男の子。やや未熟に生まれてきたこともあって、身体の成長はお友達もゆっくりだけど、何が大変

って、感覚器官（触覚、視覚、固有感覚、前庭感覚、聴覚、味覚）が十分に成熟せずに出てきたから、すごく身

体の感覚器官が刺激に暴露されやすく、過敏で防衛的な体質なんだ。音が痛く聞こえたり、大声はピストルのよ

うに怖く、周囲の物や動きや色彩がビビッドに激しく僕の目を突き刺してくるんだ。触られたり、後ろから声を

かけられると、まるで暗闇の中で襲われるような気持ちになって、だから疲れやすいし、疲れているとなおさら

防衛的に身を守ろうと手が出てしまうんだ。頭じゃいけないことはわかっている。わかっているんだけど、僕の

自律神経が過剰に反応してドキドキして、反射的に手が出たりするんだ。それを大人は衝動性と呼ぶけれども、

神様がそのような身体の個性を授けたんだからしかたがないだろう。集団行動は刺激が多すぎて、いつも感覚に

被曝する内戦のような世界なのに、落ち着かない環境を強制しているのは大人の方だ。クラスの中にいると、脳

の中のタンクは溢れ、気持ちがオーバーヒートしちゃうんだよ。その上にさらに火に油を注ぐように、みんなの

声や先生の怒り声がやってくる。そうなると、事前予告で配慮されていても、もうパニックは止まらないんだ。

僕は、静かな小さい集団なら行動がまとまって、高い能力を発揮でるのに、誰もそのことを理解してくれない。

落ち着いた環境なら、優しいこどもでいられるのに、こんな中にいたら切り替えの弱い子というレッテルを貼ら

れてしまう。僕はね、過集中と不注意を行き来して、興味関心のあることだとすごく没頭できるんだ。でも、み

んなのように頭の消しゴムがまだ十分に育っていない。その消しゴムは、これからゆっくり育っていくんのに、

大人はだれも待ってくれない。気になることや楽しいことが頭に浮かぶと、反射的な身体は、どんどん探検して、

勝手に探索してしまうんだ。それは僕の良さでもあるのに、集団行動というフレームに僕の個性を閉じ込めるか



ら、問題児扱いされるんだ。「大きな声で明るく元気に行動する」のが保育園の文化だろ。僕からしたら、楽し

すぎることも脅威なんだ。僕のエンジンをめちゃくちゃにするだけ。僕の特徴を無視して、僕をさんざん暴走さ

せておいて、僕をネガティヴに評価するのはもう止めて欲しい。まとまった行動を僕に要求するなら落ち着いた

環境を用意してよ。まずは、僕の個性を理解して、「大変ね」、「ドキドキするね」、「気になっちゃうと消せない

ね」と共感して欲しい。大人が、お友達が、もう少し理解して共感してくれたら、僕は寂しくなし、もう少し頑

張れるよ。 

【アドバイス】 

こどもから見たこどもの世界に成り込める大人は療育上手です。こどもたちを手玉に取るためには、こども心を

身につける練習が必要です。ただ、客観的に外から眺めるだけでは不十分で、こどもの仕草や行動、視線を真似

しながら、身体感覚を通して大人自分自身に宿していくと、こどもの心理状態や思考、情動が理解でき、共感で

きるようになります。そうすると、こども＝自分自身となってきますので、大人の困り感ではなく、こどもの困

り感から一緒に出発できるため、取り扱いの『ツボ』が見えてくるのです。 

 

【ポイント】 

・身の丈に合った学習、難易度調整、段階付、スモールステップとは？ 

・課題はいくつ？（１かくれんぼのルールを理解しながら 2 やさしくそっと３隠れている友達を見つける） 

・さらに、ロービジョンというハンディへの配慮もないバリアアリー環境の中で要求される集団活動 

・布に身体をダイブさせるとこんな結果になる。「観念化→順序立て→実行→フィードバック」どこに問題？ 

 

【アドバイス】 

力加減と危険予測はセットです。療育者は業務上の責任が生じるという点で、こどもたちに起こりうるリスクに

対し、過度にナーバスになりがちです。こどもたちにとっての危険予測とは何でしょう？どのようなプロセスを

経て、リスク管理能力は発達していくのでしょうか？ 

 こどもが３歳ぐらいになると、周囲の出来事を自分なりにとらえ、予測ができるようになる。そうすると、「そ

うなるはず」に「こうしよう」という意図が育ってくる。物事の理解の程度に応じて、嫌なものでもがまんでき

るようになる。『遊び』（ストレス解消）から『仕事意識』（ストレス耐性）が分化してくるもとになる。 

 つまり、想像したことと身体を通してやって見たこととのギャップから修正を繰り返す遊びの PDCA サイク

ルから、危険予測能力が磨かれ洗練されてくるということです。不器用なこどもほど、大きなエラーと明確な成

功という刺激の落差から予測と実際の結果の因果関係を学び、その差を少しずつ小さく繊細にしていくことで限

事例③ 

 年中の男児です。自分の思いが優先され気持ちの折り合いが付けにくい、絵本など聞いていてもどこか体が

動き落ち着きがない、そっと置くなど力加減ができない、危険予測がしづらく思ったらすぐ行動に移してしま

う等、気になる姿が多い子です。最近、乱視と弱視が見つかり、メガネをかけました。 

 先日、友達数人と“かくれんぼ”をして遊びました。鬼（探す役）になった時の事、友達が隠れているであ

ろう場所に置いてある物を、乱暴に倒しながら探す姿がありました。「そっとね。ゆっくりね。」という担当者

の声かけは届かず、乱暴な振る舞いが続きました。 

 タライの中に隠れる為に、同じような色の布が上からかぶせてありました。それを見つけるやいなや布に、

頭からダイブして、タライの中で一回転してしまいました。本人は、こんなつもりではなかったと、びっくり

して泣いてしまいました。ダイブするとこんな結果になるという予測する姿もなく、やってみたいという気持

ちだけでとった行動のように感じました。 

 力加減や、危険予測ができるようになったり、落ち着いて生活したりするための支援方法を教えていただき

たいです。 



界に対して見極める力が熟達してきます。乱視や弱視といったビジョンのハンディがあるのなら、なおさら直接

知覚（身体を通して環境を知る）能力が頼りとなってきます。身体を通した環境把握能力の効果的発達を促すた

めには、学びやすい課題の調整や環境の段階付が必須となります。 

 今回のタライのエピソードこそ、まさにイメージしたダイブとその後の結果の落差を学んだとてもいい経験だ

ったと思います。だとすれば、チャレンジを褒め称え、次はどのようにしたら、より安全に、より確実にダイブ

できるのかを一緒に考えてやってみるのも一つの支援方法です。奥行きのコントラストがはっきりしていて、飛

び込んでも危なくないようなソフトな素材にダイブしてみることを一緒に遊んでみるのもいいかもしれません。

例えば、台車に腹臥位伸展で傾斜を滑り降りる練習をして、伸展姿勢が安定してきたら、ソフトブロックでトン

ネルを作って崩さないようにすり抜ける。次にストライダーにのって大人の股間を走り抜ける。雑巾掛けで障害

物や机の間を床のテープに沿って進む方法でくぐり抜ける、布や網の中を雑巾掛けでくぐり抜ける、平均台やは

しごを渡る途中でフラフープを潜るといったように空間と身体をマッチングする。そのように、遊びのハードル

を徐々に高めていくことで、学習が進むのではないでしょうか。そのような中で、体の方向や動きのタイミング、

対象操作に必要な力の入れ具合などを適合していく力が洗練されていきます。 

 つまり、私たちは定型発達との比較から「出来る- 出来ない」の○×式思考から離れ、一人一人のこどもに合

った難易度や課題を提供していくことで、成長する喜びやチャレンジする面白さに出会うことを支援することを

目的とするような発想へ変換していく必要があるのではないでしょうか？今の日本の教育文化の中で、こどもた

ちは力強く育っていますか？世界に誇れますでしょうか？甘やかすのでもしつけるのでも、標準化したり平均化

するのでもなく、内発的に動機付けられ、成長エネルギー溢れる人間を育んでいくこと、ハンディがあるこども

なら、なおさら誇り高く生きていくことを教える教育へとシフトしていく時期にあると私は考えています。 

 

 



【ポイント】 

・こどもたちの行動の理由を遊びの発達段階に照らし合わせて考える 

・危険予測＝自分がモニターできるようになるための学習行動とは？（ボディイメージ） 

・彼女にとっては「異物」や「うんてい」がどのような意味を持つのか？ 

・わがままと感じるこどもを育てる父親の物語をどのようなシナリオで紡いでいくのか？ 

【アドバイス】 

 危険予測の効率的な学習方法に関しては事例③で説明させて頂きました。危険予測能力がどのように獲得され

ていくのかについて、日頃からみなさんなりに考えを深めていく練習をしましょう。 

 就学前のこどもたちというのは、動物から人へと脳が進化していく神秘的な時代を過ごしています。７歳まで

事例④ 

 年中児の女児です。状況理解が苦手で、一方的な関わりが多く、相手の気持ちにもきづきにくいお子さんで

す。また、衝動的に行動してしまう面があり周りの様子に気づけない姿があります。気持ちが高まると落ち着

きがなくなり、危険予測ができなく危ないことがあります。 

 口に異物（お金、虫刺されパッチ、髪など）を入れていることが多いです。また、参観日では、遊戯室をぐ

るぐる回るなど気になる行動があります。６月に、（今まで異物を飲み込むことは無かったようですが）お金を

飲み込んでしまったということがあり、すごく心配になります。 

 幼稚園訪問へ行った時に、うんていから落ちて大きなたんこぶができ、泣いていました。30 分ぐらいは、気

分も落ち込んでいたのですが、その後、また、高さがあるうんていで遊びだし、足元や手元をあまり見ずに挑

戦していました。ためらわない姿を見て、不思議に思いました。 

 父親は、本児の様子を見て、よく話すし、ある程度の理解はしているので、わがままな子ととらえています。

幼稚園の先生がたも困っているので感覚統合の観点からの見方や、なにか良い支援方法があれば教えていただ

きたいです。 



は神の内と言われるように、こどもたちの全ての行動は合理的で大自然の法則に従っています。こどもという自

然な存在に畏怖の念を抱くことは、すなわちこどもに対する人権意識を持てるかどうかということです。発達障

がいとレッテルを貼られるようなこどもたちがなぜ増えたのか？私たち大人自身がこどもの育つ環境を奪って

いるかもしれない。そのような視点が持てますでしょうか？ 

 お金、虫刺されパッチなどの異物を、誤飲というリスクを犯してまでなぜ口の中に入れる必要があるのでしょ

うか？このことと、大きなたんこぶを作っても高さのあるうんていにトライし続けることの理由は共通している

はずです。発達原則が彼女を突き動かし、そうさせているのです。つまり、構成遊びに至るための前段階として、

感覚運動遊びを通して自己の身体への刺激を繰り返していると考えられます。お父さんや一般的な大人は社会的

遊びのレベルへ到達していること基準にして見ているから不思議だ、わがままだと感じるかもしれませんが、発

達原則に照らし合わせてみれば、彼女の行動はごく自然であることが見てきます。自分の身体がイメージし出来

て、自分の身体がオートマチックに動かなければ、自分という道具を使って自分以外の物や人といった対象を操

作できるようになりません。大人の期待に応えようと思えば思うほど、彼女は感覚運動遊びを優先して繰り返し、

自己の身体について学ぶ必要が出てくるのです。 

 赤ちゃんは、なぜ、ある時期にしつこく指しゃぶりをしたり、何でも口に入れようとするのでしょか？それは

最初に出会う自分の身体であるからです。手の大きさや輪郭を知ったり、指や手首の動きを学んだり、触り分け

たりする識別能力を磨くために口と手の触覚同士をこすり合わせたり、原始反射でバラバラの動きをする身体を

口という身体の真ん中の軸にまとめてみたり、また口に入った手を見ることで寄り目や追視の練習をしたり、手

が形や奥行き感じ出すことで視覚情報が二次元の平面から三次元の立体へと認知できるようになったり、また足

もしゃぶってみることで腹筋を鍛えたり自分の身体の大きさや効率的な転がりたや寝返りの仕方を学んだり、口

でもぐもぐうごかしながら呼吸の換気量を増やすことで腹式呼吸をより強固なものにしたりして、免疫力を高め

ます。不器用なこどもは、とうぜんこれらの獲得が遅れてくるわけですから、この大事な基礎固めに多くの時間

を費やすのです。異物をたくさん口に入れて、なんとなく自分の手足や奥行き知覚がわかってくると、うんてい

など失敗と成功の差のコントラストをしっかりと教えてくれる手足の遊びに夢中になります。身の程知らずの３

歳児という言葉は、そのようなこどもの学習行動を表現した言葉です。 

 状況を理解したり、相互コミュニケーションをとったり、相手の気持ちにも気づいたり、衝動性をコントロー

ルすするのは、社会的遊び段階へ到達したこどもの行動です。それらを可能にするために、こどもは感覚運動遊

びに没頭し、やがて、構成遊びで何度も試行錯誤を繰り返していくのです。これらは、頭（思考：大脳皮質）だ

けで理解できるものではなく、身体を通して脳全体を成熟させることで獲得されていく能力なのです。 

 そのように、こどもの行動の理由をお父さんと一緒に考えて、共通理解が進むと、こどもの思い（目的）とお

父さんの思い（目的）が実は同じで合ったと

いうことに気がつきます。「わがままな子」

から「不器用ながらにチャレンジしている子」

という印象に変わったら、先生とお父さんは

発達応援団という同盟関係が構築されるこ

とになるでしょう。アプローチは「禁止」か

ら、「手入れに」変わるはずです。より安全

に、見栄え良く頬張れるものはないか？そう

だ、パン生地やお肉を捏ねて、ハンバーガー

作ってかぶりついてみよう。イカのあたりめ

や乾燥昆布、ナッツなんかもいいかしれない。

インドカレーでご飯も手づかみ食べ。うんて

いは、落ちて怪我しないように身体を支えな



がら何度もチャレンジさせて、出来た時はワシャワシャーと身体中なでまわして喜びを分かち合おう。いや、冬

でも夏でも、乾布摩擦して、出かけるときは姿見鏡でオシャレチェックして身だしなみ（身体）を楽しく意識す

る場面をたくさん作ろう。TV やゲームは廃棄処分だ！！！といったように管理教育ではなく、ポテンシャル爆

発教育へ導いていくことができれば、こどもたちは支援される存在から、不器用さやハンディを自ら超えていく

存在へと変わってくるはずです。 

 

 

【ポイント】 

・できないことの評価よりも、適応という視点から、こどもの使っている能力を明らかにしていきましょう 

・注意機能に困り感を持つこどもの Active な情報の入力と Passive な情報の入力の違い 

・視覚→行為と言語→行為のバランス、その仕組みの違いと、三項関係について 

・「知覚の恒常性」、「ホメオスタシス」、「カクテルパーティー効果」、「様式性心理現象」をググりましょう 

・「オウム返し/ ジャーゴン」.なぜ、そのような現象が起きるのか？メカニズムについて仮説を立ててください 

【アドバイス】 

 「視野が狭い」とありますか、空間認識が

未熟で視野が狭いのか、視野は狭くないのに

集団という視覚刺激が多すぎる環境で視覚情

報が整理できなくなっているのか、ボディイ

メージ（身体の大きさの知覚）が弱くてぶつ

かっているか、注意の分配が難しく他ごとに

心を奪われていたからなのか、行為のタイミ

ングを計るという運動企画の問題なのか、そ

の原因を、他の症状と照らし合わせて考えて

いかなければなりません。つまり、「視野が狭

い」ということは、「床に寝転がる」ことと、

「常に走り回ること」と、「内股」と、「転び

やすい」ことと、「痛いと言ってもすぐに忘れたように走り出す」ことと、「オウム返しやジャーゴン」が、共通

する同じ原因（認知特性）から来ているのです。 

 「定位」という言葉をご存知でしょうか？一般的には，自分のおかれた状況を時間的，空間的に正しく位置づ

け，これと関連させて周囲の人や対象を的確に認知すること。方向づけ，見当識，指南力とも呼ばれる。知覚心理

学では，行動空間内部での対象の空間関係を把握することを意味します。 

 ヒラメのような魚には底物の定位の仕方、マグロには回遊魚としての定位の仕方があります。私たちはほどよ

くいい加減に見て、ほどよくいい加減に聞いて、ほどよくいい加減に感じることで、その時々の場所や集団に定

位します。あるこどもたちは、私たちの見え方が異なるため、当然定位の仕方も異なります。細かく細部までデ

事例⑤ 

 在宅の３歳男児です。抱きかかえたり、手を繋いだりすると座ることはできますが、すぐに手をほどいて動

こうとしたり、床に寝転がったりして姿勢の保持は難しいです。じっとすることは苦手で常に走り回っていま

す。足も内股で補装靴の案内もしていますが、まだ履いていないので転びやすく歩き方は不安定です。視野も

狭く前を見て走っていても窓のサッシに気付かずぶつかったり、痛みに鈍感で、かなりの勢いでぶつかっても

「痛い、痛い。」とは言うものの、すぐに忘れて走り出したりします。発語も少なく、オウム返しやジャーゴン

が多いので意思の疎通は難しいですが、やっと担当者の誘う遊びに気付いたり、興味を持った遊びなら誘いに

乗って少し遊んだりすることが出来つつある状態です。 



ジタル処理して捉えるため、駅名がすべて記憶できたり、コマーシャルのフレーズのようにリピートされる音声

が聞こえやすかったり（オウム返しやジャーゴンからはじまる言葉の学習）、天井や窓枠など規則的な風景の中

では落ち着いて自分の所在を確保できたりします。例えば、アンパンマンはいつも同じ顔ですが、女性の化粧と

いうのは、その時々の塗り方で変化するため、彼らからすれば混乱の原因となってしまうこともあるわけです。

情報が入りすぎると頭の中で整理できないため、集団の中では寝転がったり（視覚的安定としての床面）、走り

回ることで流動する景色を作り出すことで、止まっていると見えすぎる景色を消していたりするのかもしれませ

ん。 

 「やっと担当者の誘う遊びに気付いたり、興味を持った遊びなら誘いにのって少し遊んだりすることが出来つ

つある状態」になったということですが、このお子さんの真のニードはここにあると思われます。本当は、もっ

ともっとみんなの活動に参加したかった。もっともっと遊びに集中して、遊び通したかった。だけど、僕は見え

すぎるし聞こえすぎて、いつも迷路の中で見失ってしまうから、出口を探すことに一生懸命だった。痛いことを

痛い、楽しいことを楽しいと、一つ一つをしっかりと味わいたかった。どうやったら味わえるのか？環境や情報

を交通整理して欲しかった。もっともっとシンプルに、言葉からよりも、視覚や行為から、一目瞭然の指示して

ほしかった。このように評価分析力は、療育者の共感力につながります。一生懸命前向きに生きているこどもた

ちの、意欲的な声が聞こえて来るようになると、そのこどもと歩むべき楽しい道のりが自然と浮かんで来ます。 

 

 

【ポイント】 

・「興味」や「意欲」という言葉を、発達学、文化人類学、生物学などの視点から整理してみましょう 

・活動分析をしましょう。（その活動の、楽しさ、手順、感覚、運動、認知、道具、対象、環境、などに分解） 

・段階付をしましょう。（もっと簡単に、、もっと少ない手順で、もっと複雑に、もっと難しく、etc ） 

・チクセントミハイのフロー理論をググりましょう（TED で本人のプレゼンテーションが視聴できます） 

【アドバイス】 

 巧緻的な動作（対象目的：粘土、紙ふぶき、風船）は難しいが、粗大運動（感覚刺激目的：走る・滑り台）は

真似て遊ぶことができる。オウム返しや、表情の疎通はできるが、作業の共有などは注意を持続することが難し

い。この情報からわかることは、出来る活動と難しい活動があり、出来る活動ではより集中して参加して、難し

い活動では持続して参加することが困難だということですね。 

 人は誰しも、取り組んでいる課題が難し過ぎると不安になり、簡単すぎると退屈になります。能力と難しさと

がほどよく一致した状態を、心理学者のチクセントミハイは「フロー」と名付けました。人はフローの状態に突

入すると、「心の中がそのことでいっぱい」となり、「どんな時より自信を感じ」て、最高の経験をします。フ

ローにやみつきとなり、最高の経験を繰り返す中で、興味や意欲、チャレンジ精神をさらに強化していきます。

つまりどんなこどもの中にも興味や意欲はあって、その意欲や興味は楽しい遊びに没頭する中で強化されていく

のです。療育者の役割とは、不器用さやハンディのあるこどもたちの障がいと戦うことではなく、フロー体験の

事例⑥ 

 年少の男児です。友達の遊ぶ様子をにこにこしながら見て人には関心があり、走る・滑り台を滑るなど、真

似て遊ぶこともあります。発語が少なく、オウム返しで返すことが多いため、意志の疎通は難しいこともあり

ます。担当者の誘いには応じて一緒に遊ぼうとしますが、集中力も短く遊び込めません。紙ふぶきでは、両手

で寄せ集めるという動きが難しく、一緒に手を添えて手元に寄せ集めて持たせましたが、両手で支えず落とし

てしまいます。風船遊びでは、追視ができず視野の狭さを感じます。粘土遊びでは、指先でつつくだけで、感

触を楽しんだり自分から手に取って遊んだりする姿は見られません。又、担当者が手のひらに丸めた粘土を載

せると、手をひろげて保持することが難しく落としてしまいます。遊びに対する興味や意欲面も気になる姿が

多いです。 



実現と戦うことです。 

 紙吹雪の楽しさとは、紙を寄せて集めることではなく、紙を吹雪かせた時の視覚的変化のダイナミズムを自ら

の手で起こすということですね。難しいことやわからないことを、そのまま繰り返し提供しても学習は起きませ

ん。どんなステップからはじめれば、どんな高さの階段を用意すれば、紙吹雪という一連の動作が形成されるの

でしょうか。今彼が持っている技能で、その目的を達成するためにはどのような環境や道具、活動や指示の工夫

が考えられますか。どのように段階付と難易度調整をすれば、その活動全体がつながって形成されていくのでし

ょうか？（例：少し高い台の上から、箱に入った紙吹雪をひっくり返すことで、紙吹雪という変化を起こすこと

が今の本人の持っている力でも実現可能となる。→二つの箱をひっくり返す→箱から箱へ入れてからひっくり返

す、等）。粘土遊びも同様です。味噌作りの味噌玉のように投げつけるところから始めてもいいわけですね。 

 出来ないことを繰り返し

やらすことが、効果的な学習

支援ではありません。お約束

をして、難しいことを強制す

るのも、ただ見守って甘やか

すことも、こどもの人権を大

切にしていることにはなり

ません。障がいの有無にかか

わらず、こどもたちがフロー

体験の中で、自発的に人格を

形成して行くことを支援し

ていくことが大人の使命で

す。 



 

【ポイント】 

・「テンセグリティー」をググってください。人間の身体をテンセグリティー構造として捉えてみましょう。 

・身体のテンセグリティー構造を強化発達させるために、赤ちゃんやこどもはどのような遊びをしますか？ 

・口呼吸、歯並びの悪さ、無呼吸、肩こり腰痛などを、テンセグリティー構造異常として想像できますか？ 

・TED:  エイミー・カディ「ボディランゲージが人を作る」を視聴しましょう 

【アドバイス】 

 皆さんも、ある日突然、自分の身体全体が自分の思い通りに動かなくなったとしたら、蛇口をひねらなくなっ

たり、咀嚼や嚥下が難しい食べ物を避けるようになったりするかもしれません。身体が思いのままになるという

当たり前のことが、どれだけ素敵で恵まれたことなのかということは、病気になったり年老いたりしてはじめて

気づくことです。自転車のチェーンが緩んでいたり、靴紐が緩んでいたりすると、力が伝達されにくくなり、動

事例⑦ 

 年少の男児です。身体全体が細身で、食事も好き嫌いがあり少量しか食べません。絵本を見たり、ブロック

で組み立てたりなどの座って遊ぶことを好みます。友達が走っていると真似して追いかけることもあります。

オウム返しがあり意思疎通も難しいです。体幹が弱い為か、椅子に座っても 5 ～10 分くらいすると姿勢が崩れ、

隣に座っている母親などに「かたつむりになる」と言ってもたれかかります。体操座りが出来ず、床に寝転が

るか、後ろの人にもたれかかって姿勢を保持しています。また、手先の動きもぎこちなく、大人の真似をして

動かそうとしますが、個包装の菓子袋を破れなかったり、園の蛇口がひねれず泣いたりなどします。最近、園

の給食を食べなくなり、食べさせてもらうことは嫌がりませんが、口に含んでも噛んだり飲み込んだりするこ

とをしません。食べ物に対しての過敏性が出てきているのか、どうしてなのかわかりません。 



きにくくなりますね。身体、手足、体幹だけでなく、口や

喉、目や手先、肛門、顔の表情を作るパーツも、全て筋肉

という名のゴムが動かしていて、全てがテンセグリティー

構造でつながっています。全身のパーツは全身のゴムとつ

ながっていて、手は手、口は口といったパーツだけのゴム

の張り具合ではなく、パーツ同士は一お互いのゴムを引っ

張りあって、全体のテンションを作っているということで

す。この全体のゴムの張り（テンション）は、咀嚼する、

飲み込む、姿勢を保つ、菓子袋を破る、蛇口をひねるとい

う作業に力を伝達し作業をし続けることを支えています。

現代の近代化された環境では、大なり小なりこどもたちの

テンセグリティ構造の発達を阻害しています。現代のこど

もたちは、なんと８割が口呼吸と言われています。寄り道

道草、木登り虫取り、川泳ぎに沢登りといった三次元的な環境と違って、平面のアスファルト、ブランコの危な

い乗り方禁止、道草寄り道禁止、TV に DS 中毒強制、言葉による知育に囲まれた環境下では、自分の身体のテ

ンセグリティの張力を強める機会を社会から奪われてしまった状態にあります。「お口ぽかんくん」とは、こど

もの生活習慣病の集大成、テンセグリティ構造の未発達だとしても言いすぎてではないかもしれません。 

 このテンセグリティ構造の張力を発達させることは、細身で頼りないといった見た目を改善し、姿勢の持続を

助け、力の伝達を助け、食べたり飲み込んだり、蛇口をひねったり、包装を破ることへのチャレンジを楽しくし

てくれます。動物から人へ。この動物として環境や課題、活動がテンセグリティ構造の発達を促進していきます。

詳細は、講義や資料をご参照ください。一つ注意しなければならないことですが、こどもへ体操座りを強要する

ことがテンセグリティ構造を退化させていると指摘する専門家もいます。実際に、長時間体操座りをしてみると

わかりますが、背中は円背し、内臓が圧迫され、顎が上がり、精神的にもローパワーポーズ、極めて非健康的な

姿勢であることが体感できるかと思います。体操座りという教育文化に負けないこどもの身体を作るのか、正座

やあぐらなどを積極的に取り入れるのか、教育方針を考え直すことも必要かもしれません。 

   

 

【ポイント】 

・幼少期に踵をつけずに歩くことは異常か？ 踵をつけないことで得られるメリットとは？ 

・固有感覚の発達的意義とは何か？ 

・何を持って腹筋が弱いと判断するのか？屈筋群とは？伸筋群とは？その役割の違いは何か？ 

・発達論として、下肢の健全な発達について調べましょう。（アーチ形成、浮趾、重心、アライメントなど） 

事例⑧ 

 年中女児です。普段は、踵をつけて歩くこともできるのですが、ほとんどの時間、つま先立ちで歩いていま

す。気持ちが高揚した時は、特につま先で移動していることが多いです。気持ちが沈んでいる時しか、踵をつ

けている所をあまり見たことがありません。 

 ふくらはぎの筋力はついているようにみえますが、腹筋が弱く、姿勢の保持がしにくい姿があります。長く

椅子に座っている事は難しいです。 

 正しい処置、支援があるのか、また、「踵をつけて歩こうね」と伝えた方がよいのか教えていただきたいです。

また、家庭で保護者の方が意識すると良いこと、支援者として意識すると良いことがあれば教えていただきた

いです。よろしくお願いいたします。 

 



【アドバイス】 

 ふくらはぎの筋力がついているように見えるということは、踵を上げることで足の裏の底屈筋群やふくらはぎ

や背中の伸筋群が筋トレされて発達しているのではないかと推測されます。気持ちが高揚するとつま先で歩き、

気分が沈むと踵が着くということから、普段から、気持ちと動きがあまり分離していないということが考えられ

ます。（当たり前ですね）なぜ、分離しないのか、その原因に関してはこの文章だけではこれ以上考察を深める

ことは難しいです。ここで大事にしたいのは、幼少期のある時期に踵を上げて歩くとこを修正すべきかという性

悪説的な視点よりも、「踵を上げて歩くことにどのような意味があるのか」、「かかとを上げることで何を発達さ

せようとしているのか」という性善説的な視点です。 

 ぜひ、自分の身体を通して踵を上げて歩いてみてください。女性であれば、ベタ底のクロックスと、踵の高い

ハイヒールを履いて歩いてみたときに、どのような感覚刺激が入り、どのような動きが促され、どのような気分

になりますか？その違いを体感してみましょう。特に強調されるのは強く途切れることのない固有感覚刺激（筋

肉が収縮し続ける感覚です）。私たちは、様々な場面でこのような感覚の自己刺激行動を使って心身をメンテナ

ンスしています。眠たい時のあくびやストレッチ、集中力を高める時の貧乏ゆすりや鉛筆のくるくる回し、スピ

ーチ前の緊張を解くためにの咳払いや深呼吸、気合いを入れるための力士の塩撒きや顔叩きなどあげればきりが

ありません。 

 例えば、「なるほど、彼女は人よりも心が動きやすく緊張しやすく、気持ちが乱れやすいからこそ、今感情を

調節する力を育んでいくために、つま先歩きで力みながら集団参加しているのか」と、行動の意味や背景を理解

し、心から共感できれば、踵を上げるという症状ではなく、その背景にある緊張やストレスに対して、優しい声

かけをしたり、気持ちを代弁して外在化したり、深呼吸を習慣化するなど違う方法を身につけたりすることでき

るようになるといいですね。 

 

 



【ポイント】 

・道具としての身体はどのように獲得されるのか？「身体図式」や「ボディイメーッジ」をぐぐってみましょう。 

・今取り入れているリトミックを動作や時間で区切って分解してみましょう 

・くねくね体操（くの字体操・S の字体操・がにがに体操）やオノマトペ/ 運動指導でググってみましょう 

・体育会系/ 文化系といったように、個性の視点から、彼女が使いやすい能力についてまとめてみましょう。 

【アドバイス】 

 まず、不器用さはどこにあるのでしょうか？追いかけっこが出来て、フラフープやスペースリングなどダイナ

ミックな活動が可能であるにもかかわらず、リズムに四肢を協調させてタイミング良く動くことが困難だという

ことですね。だとすれば、運動機能ではなく、運動のプログラミング（運動企画）の苦手さだと言えますね。つ

まり順序が自由な動作ではなく、決められた手順に沿って運動を表現する（順序立て）ことに苦手さを持ってい

るということですね。次に、その順序立てる能力がなぜ難しいのかということを、観察しながら評価し、原因を

調べてく必要がありますが、これだけの情報量から推測するのは限界です。 

事例⑨ 

年中女児です。追いかけっこやフラフープを使った遊び、スペースリングなどの体を使った遊びが好きでよ

く遊んではいるのですが、リトミックで、ピアノの音に合わせながら、歩いたり、止まったりするときに、両

手、両足が一緒に出てしまうことや、長座前屈する際に、足を曲げないと自分の足を触ることができない姿が

見られます。自分の体をどのように使ったら良いのかを自分で考えて、答えを見つける事が難しく、大人が体

を触れながら、力を入れる場所を、「落ちてしまうから、ぎゅっと持っていてね。」と声を掛けたり、手を添え

たりしています。今後どのよう活動を取り入れていくとよいか学びたいです。 

 



 運動企画とは、頭に思い描いたイメージ行うために、手順を考えることです。行為とはイメージを考えて、手

順に変換して、実際にやってみることまでを指します。学習とは、予測と実際にやってみた結果の誤差を検知し

て、修正をくりかえしながら、行為を洗練させていくことです。運動学習のなかでも、順序立てがうまく行かな

いこどもたちへの動作指導に絞って話を進めます。 

 自由な動きの中では問題にならない身体も、手順が決められられた動作に沿って手足が思うように動いてくれ

ないと仮定します。まずやらなければいけないのは、曲を通しで流しながら練習するのではなく①１動作ごとに

バラバラにすること。次に②バラバラにした動作ができるようになるまで繰り返すこと。最後に、③動作と動作

をつなげていくことです。フロー理論でお話ししましたが、動作指導の基本は難易度調整と段階付です。また、

学習しやすい身体のコンディションを整えるために、考案された方法に「クネクネ体操」（神経の電流の流れを

よくしておく）や、オノマトペ（跳び箱を飛ぶ時の“サータパットン”のように、動作が想起されやすいリズム

音で先行イメージを作っておく）などがありますので、インターネットでググってみてどんどん取り入れていき

ましょう。 

 

 

【ポイント】 

・「自分の世界に入る」。よく使われるレッテル言葉です。「自分の世界」とは何で、「入る」とはどういう行為？ 

・ハンカチを持つという行動の意味は何でしょうか？ 

・行動特性から見えてくる、この女児の認知特性について理解し、共感し、代弁できるようになりましょう。 

・様式性心理現象についてググってみましょう。 

【アドバイス】 

 事例⑨では、イメージは湧くけれども、順序

がうまく行かないというというお話でした。事

例⑩では、順序立てる力はあるけれども、イメ

ージすることが難しいというケースに該当す

るのではないかと思われるお話です。ケースの

能力を少し整理していきましょう。 

 まず、使っている能力としては、ダンスやリ

ズム遊び、それもある程度繰り返されたもので、

自分からイメージを広げられるものではなく、

作られたイメージを再生するという特徴があ

ります。また、イメージが持てない時は、寝転

んだり、布の先端を見たり、横目で遠くを見た

事例⑩ 

年少女児です。ダンスやリズム遊びが好きで歌ったり踊ったりを楽しみますが、自分から探索したりするこ

とはなく、経験のないことは誘っても取り組みにくい様子があります。大人が相手にして遊べないときや、活

動に魅力を感じないときには、所構わず寝転がってしまいます。また、眼球のすぐそばに布の先端（クッショ

ンやハンカチの）を持っていき、じっとみつめて自分の世界に入ってしまいます。立っているとき椅子での座

位のときに、黒目を横に寄せ、首をかしげるようにして斜め上遠くの方を見ている事も多いです。集団では自

分の世界に入る前に遊びに誘ってもらっていますが、ハンカチは手放せません。特に椅子のない所では座位は

難しく（骨盤が立たず、背中が丸まったりして長く姿勢が保てない）背もたれがないとスイッチを切るように

全身の力を抜いて寝転んでしまいます。 

教室でできることや、取り入れると良い活動などを教えていただきたいです。 



り、視野の中にハンカチを常に保持したりと、視覚情報を限定することで、集団行動内での混乱を自己調節する

ことが可能です。椅子といったアイテムと行動をセットにすることで、自分自身の行動のイメージを持つことの

難しさを補います。 

 次に、苦手なこととしては、なんども繰り返さないと活動のイメージが持てなかったり、踊っている人といっ

た真似る対象や椅子といった一目瞭然に行為をナビゲートしてくれる視覚対象がないと、自己出発で遊びのイメ

ージを膨らましていくことができません。そして、イメージが持てないと、とたんに空間や景色が意味を失った

ように手がかりが消えてしまうだけでなく、認知することの難しさを周囲の大人に伝えられません。 

 つまり、彼女の弱さは見て捉えることの難しさや、視覚的なイメージの広げにくさにあります。逆に、彼女の

強さは、パターン的な行動モデルがあれば行動できること、座る場所や立つ位置など明確に構造化された視覚環

境では、行為の遂行が可能なこと。繰り返した運動感覚の学習は良好であることなどがあげられます。 

 では、どのような支援が望ましいのでしょうか？様式性心理現象という言葉から考えていきましょう。見た風

景の中に自分を参加させてく時、その環境の中でどのような立ち居振る舞いをするのかということを頭の中で思

い描きます。この行為のイメージとは、静止画のような視覚映像ですので、目に映った視覚情報が大きく影響し

ます。また、視覚情報を行為や操作対象のイメージとして、よりリアルにしていくのは、そのイメージの立体的

な輪郭となります。人間は皮膚という洋服で包まれていて、目をつぶっても身体がどのような輪郭をしているか

を感じるためには触覚（皮膚）による感覚情報がとても重要です。また、壁や積み木の形などは、実際に見るだ

けでなく、触って感じて動かして、それらの情報を結びあわせることで、視覚映像がよりリアルなものになって

いきます。彼女は目で見てイメージすることは確かに難しさを持っていますが、触って動かして感じて学習する

力は高そうです。常日頃から、療育者がハグしたりさぐったり身体全体を触るように心がけ、彼女からも、見る

だけでなく、触って動かして感じながら知覚- 認知の条件を丁寧に作っていく必要があります。シーツなどの遮

断された中で触覚探索的な遊びを繰り返したりしていくことで、体性感覚によってもたらされるよりリアルな彩

りを、視覚情報に重ね重ね塗っていくことが、イメージを広げていくことのモチベーションへとつながっていく

のではないでしょうか。 

 

 

 

【ポイント】 

・椅子、環境、姿勢、課題難易度、時間、インターバル、聴覚視覚身体援助、構造化・・・バリアを取るには？ 

・吉本新喜劇から学ぶ、間違いやすれ違いを面白さとドラマに変える「ぼけ」と「つっこみ」の療育力とは？ 

・「フィードフォワード」（思い込み系）と「フィードバック」（修正系）という言葉をググりましょう。 

・「予防歯科/ 口呼吸」や「姿勢咬合/ お口ぽかん」といったキーワードでググってみましょう。 

・衣食足りて礼節を知るの「マズローモデル」をググりましょう 

事例⑪ 

 年中の男児です。椅子に座ってお話を聞く際に、話している人の方に身体や視線が向けられず、上体が崩れ

たり、足を下に降ろしていられず椅子の上に膝を立てたりとじっとしていることが難しいです。はさみは、左

手の方が使いやすい様子ですが、直線を切るのにはさみが定まらず、まっすぐに切ることが出来ません。周り

の動きや音に敏感で、刺激につられ集中することも難しいです。口を開けていることが多いので、よだれも多

く、集中して取り組んでいても、母からよだれを拭くことや、口を閉じることを注意され落ち着かない状況で

す。また、話を最後まで聞かず行動したり、思い込むと修正がなかなか聞きづらかったりするので、結果、間

違えていることが多い状況です。間違いに気づいていないこともあるので、他児に指摘を受けトラブルになる

こともあります。 

教室では、大きな動きの遊びや、相手の話を最後まで聞いたり、見届けたりできるよう指導を進めています。 



【アドバイス】 

 口呼吸に関しては、睡眠時にサージカルテープを貼って毎日寝てください。口呼吸の原因は私たち大人が作っ

た社会環境にあります。抱っこの仕方、授乳の仕方、こどもたちに与える栄養や食材、メデァィア漬けなどの環

境が主な原因と言われています。つまり生活習慣病です。生活習慣病は、療育ではなく日々の暮らし中でしか治

りません。 

 世の中には狩猟民族タイプ（反射的行動派）と農耕民族タイプ（思慮分別おしゃべり共感タイプ）の人間に分

けられると思いませんか。誰もが愛する江頭 2:50 さん。いつも行動は目標志向的で、ハンターのようです。じ

っとしていることが難しく問題ばかり起こして回るのに、多くの人を幸せな気持ちにして、私財を投げ打ってで

も震災支援に出かける武勇伝などは人々を勇気付けています。昭和の銀幕スターたちも思い込むとなかなか修正

できず、寅さんのように他人に指摘されるとよくトラブルになるようなエネルギッシュなタイプの人たちがもて

はやされていました。そのドタバタ劇が社会を元気にしていました。人はそれぞれの個性に合った生き方をする

ことで、自分の能力をのびのびと発揮できて、将来の幸せにつなげていくものです。彼らの特性は裏を返せば、

彼らの GIFT にもなります。薬物療法にしろ、教育にしろ、そのようなエネルギーを抑制する文化が主流となっ

ていますが、エネルギーとは資源ですので、もっともっと有効利用すべきではないかと、私は考えます。落語や

漫才の世界では、味わい深い、このような人間をいつも題材として構成されています。そのように、強い個性に

よって多様性が持ち込まれることの恩恵を社会が受けていることを、私たちは忘れてはいけません。現代は圧倒

的に農耕民族主流の時代ですが、人間は座っている時間が長いほど寿命が縮むといった研究があるように、私た

ちの常識を疑い、もっともっと彼らから学ぶこともたくさんあるのではないでしょうか。 

 多動力の高いこどもたちが、思い込みを修正したり、他人の指摘を受け入れたり、聞く構えをまとめたりして

いくためにはどのような指導が有効でしょうか。文化系の人間は井戸端会議の中でソーシャルスキルを学びます

が、体育会系の人間はスポーツの中で、動きのながら上下関係や礼儀作法を学びます。狩猟民族タイプは、オオ



カミのようにしつこく一つの目標を粘り強く追い求めることが向いている人間もいれば、リスのように反射的な

行動で小刻みに多注意に動き回る行動が向いている人間もいます。このような、こどもたちを標準化（均一化）

しようとせず、将来の豊かな自立を目指して、一人一人に合ったリズムを見つけ、どのような環境と課題を準備

すれば「強み」に焦点が当たるのかということを試行錯誤していかなければなりません。好き嫌いの激しい人種

ですから、「強み」という首根っこ（急所）を押さえてこそ、学習の空き容量が確保され、思い込みを修正した

り、他者の意見を聞き入れたり、周囲からの愛のつっこみを受け入れたりすることができるようになるのです。 

 実際にやってみたことの結果（感覚）から次の運動企画に修正をかけることをフィードバック制御と言います。

洗練された手加減を、「いい塩梅」と言います。レシピを使わず、食材と会話し、調理の中でフィードバックを

かけながら、ちょうど美味しい味付けに持っていくようなイメージを持つといいかもしれません。即断即決即行

動派のこどもたちは、江戸っ子気質で短期ですから、フィードバック制御のような丁寧なプロセスを嫌い、予測

通りに一発できめてしまいたいといという認知特性を持ちます。予測通りに一発で決めようとすることをフィー

ドフォワード制御と言います。過去には立ち戻れず、前進あるのみですので、思い込みを修正するなら新しい課

題に変えて、未来への行動を変えていく方が彼らに合った指導の仕方です。動きを止めるではなく、「あれ取っ

て」、「これやって」、「あそこ見てきて」と、どんどん動かしながら、肉体を使って社会貢献し、人の役に立つ自

尊心を伸ばしていく環境が必要です。座って人の話を聞かされるよりも、指差し確認し、糸電話などを使いなが

ら、Active に情報をハントしていく方が、将来の傾聴力につながっていくでしょう。 

 

 

【ポイント】 

・肥料で早く大きく実らせ慣行農法と、ゆっくり根を張りめぐらせる自然農法の違いをご存知ですか？ 

・感覚統合理論とは性格特性を修正する魔法の杖ではなく、その人らしさを発揮するためのツール。 

・情緒豊かな芸術家タイプの人たちの、情動と行動の関係や特徴をいくつか考えて見ましょう。 

【アドバイス】 

 「急に話はじめる」、「目が

反応した瞬間 に動き出す 」、

「キーワードに心が大きく動

きすぎる」、「会話に言葉をか

ぶせる」、「指摘されるとよく

なかったこと を理解する 」、

「反省する」、「よく気がつく

がまた繰り返す」。 

 この情報から推測される彼

の特徴についていくつか考え

て見ましょう。①人よりも感

受性が高く、興味を持ったり、

事例⑫ 

 年長児の男児です。話を聞くときには、周りの物が気になってしまって聞けなかったり、注目できている時

には足が動いたりしています。衝動的な面もあり、気になる物が目に入ると動き出したり、話の途中でも、気

になるワードに反応すると、急に話始めて、相手が聞くまで言葉をかぶせて話をしていたりすることもありま

す。声を掛けられると気がついてしばらく静かにしたり、振り返ると、よくなかったことが分かったりしてい

るようですが、自分ではコントロールが難しいようです。自分の衝動的な行動を、コントロールする力をつけ

ていきたいと考えていますが、感覚統合の観点から何か良い支援方法を教えていただきたいです。 



感動したり、驚いたり、気持ちがとても豊かであること。②気がつくと静かにしたり、振り返って反省すること

から自分を客観視できること。③反省することから、自己をコントロールして、人格を形成していきたいという

意思が十分に育っていること。④言葉をかぶせてしまうことから、伝えたい共感したいという意欲が高いこと。

⑤他人の進行がスローモーションに映るほど、頭脳が高速に回転し、処理できる頭脳を持っていること。⑥ほど

よくいい加減でほどよく気持ちを分配するようなバランスをとれた脳ではなく、過集中と不注意を行き来する思

考特性を持っていること。⑦ちょっとした刺激で電流が流れるほど、感覚刺激に対する閾値が低く、反射的な体

質であることなどがあげられます。私が、これらの特徴から連想したのは窓際のトットちゃん（黒柳徹子さんの

幼少期）です。 

 さて、本題に入ります。現代の一般的な教育観とは、より早く、より多く身につけさせると評価される、時短

レシピのようなものです。まさに、クックパッド全盛の時代で、ファーストフード的でポップな味が好まれてい

ます。自然本来の旨味ではなく、添加物の力を借りているので、日本中どこで食べても均一の味です。私は、辰

巳芳子が作る「命のスープ」や「仕込みもの」のように、味噌なら自然の発酵菌の力を借りて 3 年でも 5 年で

も熟成させる、不効率で複雑な味が好きです。京料理のように季節の一瞬の旬を生かした一期一会の料理こそが

文化的だと考えます。こどもたちの療育もレシピで例えるなら、ゆっくりしっかりと熟成しながら将来につなげ

ていくことを基本にしたいと考えています。 

 本ケースであれば、自己コントロール力を身につけたいという本人意思は十分に育っているわけですから、結

果を急ぐよりも、なりたい自分になっていくプロセスをゆっくりとしっかりと味わう体験をサポートすることで、

大器晩成することがを期待できるのではないでしょうか。 

 まずは、気がついて静かにしたその努力をみんなで認め、割って入ってでも伝えたいその気持ちを外在化し、

モチベーションの高さゆえに衝動的になってしまう悪循環をみんなで嘆き、彼のキャラクターを人間臭さとして

愛されるクラス作りを進めます。、事例⑪で解説したような愛のツッコミは、そのうような雰囲気が創り出しま

す。 



 感覚統合の視点では、こどもの認知特性と行動特性は表裏一体で循環すると考えています。早く動くから早く

考えて、早く考えるから早く動くと考えます。すなわち、認知から行動は変えられるし、行動からも認知が変え

られると考えます。したがって、衝動性をコントロールしようと認知レベルへのやりとりで戦わなくても、ゆー

くりとしたリズムに合わせた雑巾掛け（ブレーキをかけながら動く）が楽しめるようになったり、そーっと息を

吹き続けながら紙吹雪を飛ばしたりスローモーション系の遊びがたくさん出来るようになると、衝動をコントロ

ールする認知特性が生まれてくると考えます。 

 

 

【ポイント】 

・脳のエンジンとなる「脳幹毛様体賦活系」の機能や役割（覚醒、情緒、注意、行動）についてググりましょう。 

・母親の、認知特性や行動特性、運動や行為の能力やその方法、興味価値関心について評価してみましょう。 

・全体的な筋肉のゴムの発達はバランスの崩れを立て直す抗重力運動（前庭感覚入力→筋出力）で育まれる 

【アドバイス】 

 姿勢のゴムが弱い多くの大人も、爪噛みや髪いじり、

貧乏ゆすりやガムを噛んでいる人が多いです。姿勢のゴ

ムが緩いと、脳のエンジンとなる脳幹網様体に筋肉の収

縮刺激が届きにくくなり、覚醒レベルが低下して、身体

がエンスト状態となります。刺激が途切れないように、

貧乏ゆすりなどの自己刺激行動をクセにして、脳幹部へ

の刺激量を増やします。覚醒レベルが低下すると、無動

傾向となり、レスポンスや反応が遅くなったり、表情筋

の活動性も低下して感情が平板化しやすくなったりしま

す。 

 これは意欲の低下ではなく、情緒や意欲が発動する基

礎としてのエンジンに問題があり、エンストしやすい状

態にあるということです。オーバーヒートしやすい、事例⑪や事例⑫とは、真逆ですね。エンジンが暖まるのに

時間がかかるということは、指導前や活動に入る前に、エンジンを十分に温めておくという準備が必要になりま

す。大きな動き、加速度を伴う身体感覚、大きな音、関節に負荷のかかる力強い活動、アップテンポの曲、冷た

かったり熱かったりする温度覚、乾布摩擦などの摩擦刺激、コチョコチョやハグなどの身体コミュニケーション

など、心身のテンションを高める活動はいくらでも思いつきますね。 

 エンストしやすい体質を変えるためには、事例⑦でもお話ししたように、身体のテンセグリティ（筋肉のゴム

事例⑬ 

 年長男児です。集団活動で、着席してその場にはいるものの、体全体がだらっとしていて、姿勢が悪く、足

を組んだり、手の指や爪を舐めたりします。母親や先生に声をかけられると、姿勢を正しますが、良い姿勢の

持続はできません。そのためか、指示を聞き遂げられなかったり、反応が遅かったりすることが多く、個別の

声をかけられたり、周囲の様子を見て気付いたりして行動しています。表情の変化が少ないように感じられ、

本人がやってみたいと思えたり、ちょっとドキドキしたりするような気持ちが動くようなことも必要ではない

かと考え、指導にあたっています。運動面は、全体的に不器用で、片足ケンケンが続かなかったり、ボールを

上から投げられなかったりします。手先を使うことで言えば、なかなかヨーグルトのふたが開けられないなど、

力が入れにくいようです。意欲をもって取り組むことも運動面の育ちに繋がるのではないかと考えていますが、

母親は、運動面の遅れのみを気にしていて、その他の面は、口で言って何とかしようという感じです。 

 どのように指導にあたるとよいか、母親にどのように伝えていくとよいか教えていただきたいです。 



のネットワーク）のテンション（張り具

合）を強めていく必要があります。この

ゴムは、バランスの崩れを立て直す抗重

力活動の中で強化されます。バランス系

の刺激を日常生活の中でどれだけ増や

すかが鍵になります。普段履きの靴を駒

下駄に変えたり、玄関には脚立を置いて、

毎日上り下りしたり、親子の挨拶はグル

リンパーにしたり、保育園の園庭では竹

馬やカンポックリを流行らせたりし、日

常生活の中にバランス活動を習慣化レ

ベルで浸透させましょう。 

 保護者への伝え方のポイントですが、

人間は古くからの歴史の中で、地域共同

体みんなでこどもを育ててきた歴史があります。それが、ここほんのわずか 50 年足らずで核家族化してしまい、

母親の子育ては孤立しいて、危機的な状況にあります。虐待の増加問題は、母親側の問題ではなく、人類が長い

長い年月を費やして作り上げ来た子育てのシステムの崩壊にあると言っても過言ではありません。また、今の母

親は、近代化された便利な環境で育って来たため、子育てに対する知識はあっても、身体を使って問題を解決し

ていく実践力は不十分です。ですから、基礎能力を育てることで、お母さんはもっと手が抜けるようになるよと

いったようなイノベーション的なアドバイスが必要です。また、療育場面に参加してもらいながら、声かけの仕

方とこどもの反応を一緒に確かめる中で、手取り足取りで体験を通して伝えていく必要があります。 

 

 

【ポイント】 

・大人側の困り感も大事ですが、彼の困り感と真の発達ニーズは何かを明らかにして言語化してみましょう。 

・行為は、「はじめる」、「続ける」、「終わらせる」の３つの工程から成り立ちます。どの工程が苦手/ 得意？ 

・対象操作は、操作対象が「自己」→「物」→「人」→「集団」へと移行します。操作水準は？ 

・構えとは？心理的な構え、身体的構え、行為の企画的構え、概念的構え、眼球運動的構え、経験的構え？ 

・欠損している能力は、構造化など、課題や環境の工夫をしてバリアを取り除きましょう。 

・人への意識とは、感覚的な直接意識、サインなどの間接的視覚刺激？行為の目的を共有する概念的意識等  

・終了予告の工夫。チャイム、タイマー、エンディング音楽、舞台変え、ハグハグ祭り等の組み合わせなど。 

【アドバイス】 

 学習行動とは情動から始まります。女の子にモテたいから、身だしなみを清潔にして、スポーツの技術を磨く。

絵を描くことが気持ちいいから、猛勉強して芸大に合格するなどです。生存本能や欲求が強いほど、人としてま

とまっていくのです。感覚レベルには感覚レベルの欲求、遊びには遊びレベルの欲求、対人レベルには対人レベ

事例⑭ 

 年中男児です。課題を提示しても、取り組むことが難しく、場から外れてしまいます。好きな遊びに付き合

いながら活動を広げたり、人意識も薄いので、人に合わせることや一緒に行うと楽しいことが経験できるよう

にしたりしています。しかし、それでも離席して構えがなかなかとれません。現在は、今していることを終え

てから次のことへ向かうということを大切に母親と担当者でかかわっています。動き出すと行ってしまうので、

やや強引かもしれませんが、声かけに加え、体ごと止めることもあります。このかかわりでよいかということ

と、“ここまでしたら終わり”という本人との約束の線引きの難しさに悩んでいます。 



ルの欲求が、それぞれの形でそれぞれのこどもに眠っています。それぞれの欲求は合致するほど、刺激や活動に

対しての喰いつきレベルが上がっていきます。まずは、原始的レベルで結構ですので、このケースの身体や脳が

要求するバランス（前庭感覚）刺激、固有受容覚（筋肉）刺激、触覚刺激、視覚聴覚刺激が何で、どのような組

み合わせで提供されると、狂気乱舞するのでしょうか？狂気乱舞する刺激の組み合わせを、感覚統合理論では

Sensory Needs （感覚ニーズ）と呼びます。偏食を克服する時、大好きなハンバーグにすり下ろした人参を加

えつつ徐々に固形へと比率を変化させていきますね。Sensory Needs が十分に提供される活動から、徐々に誘

導したい活動へと比率を変化させていくことは、作業療法士がよく使うテクニックです。Sensory Needs が見

つかると、その提供元である先生やお友達に注意が向きます。その刺激を外されると困るわけですから、じれせ

ば、じらすほどに人への意識は高まります。約束や線引きというのは、このような状態まで到達して、はじめて

成立するものではないでしょうか。だから、しつけようと思えば思うほどに、大人は遊びごころが要求され、魅

了 的 な

活 動 展

開 の 企

画 力 が

必 要 に

な っ て

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


